
現行モデルに搭載されるのは5リッターのV型8気筒エンジンの
み。トルク特性を重視して、気筒当り二つのイグニッションを持
つ。3ヵ所のディファレンシャルギアもすべてロック機構付き。

質実剛健のクロスカントリー

GクラスのGは「ゲレンデヴァーゲン」を指し、

元々は70年代にダイムラー・ベンツとシュタイ

ア・ダイムラー・プフが共同で開発

した、軍用、そしてそれを民生用と

した、SUVというよりはクロスカン

トリー・ビークルである。NATO加

盟国の他、北米、南米、アジア、

中東の各軍に正式採用されたよう

に、頑強で骨太なボディとラダー

フレームは、どんな環境でも長い

年月の耐久性を確保するように造

られていて、とくにオフロードでの

走破性能は卓越している。走る道

を選ばない超硬派なモデルとして現在も進化し

続ける普遍の異端児。
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BR463

発売＿1981
W460型

発売＿1989.10
BR463型
「ゲレンデヴァーゲン プレディカート
230GE」
「ゲレンデヴァーゲン プレディカート
230GEロング」

一部改良&追加＿1991.8
3R直6エンジンを搭載し、グレード名称
を変更
「ゲレンヴァーゲン 300GE」
「ゲレンデヴァーゲン 300GEロング」

一部改良＿1994.12
5RV8エンジンを搭載。名称を「Gクラス」
に変更
「G500ロング」

仕様変更＿2001.5
内外装意匠変更。パークトロニックやフ
ロントパワーシートを標準装備

仕様変更＿2002.11
ドアミラーに足下照明やウィンカーを追
加。ステアリングホイール意匠変更

仕様変更＿2004.9
サスペンション設定変更。アルミホイー
ル意匠変更。SRSウインドーバッグ、後
席中央3点式シートベルトを標準装備

仕様変更＿2006.11
「7G TRONIC」搭載。バイキセノンヘッド
ライト、コーナーリングライトを標準装備

仕様変更＿2007.7
内外装意匠変更（リアコンビネーション
ランプ、メーターパネル等）

G500ロング＿1230万円
V8 SOHC 4965cc 296ps／46.5mkg
10・15モード燃費　5.9km/R

G500ロング
これしか選びようがないが、少し懐かしささえ感じられるV型8気筒らしいエンジンに
身を預けてゆったり走るのはなかなか。

ボディサイズ

全長＿4530mm

全幅＿1810mm

全高＿1970mm

車重＿2420kg

トランク容量＿480～2250R

サーティファイドカー・インフォメーション
2006年まで販売されていたG320であれば、ショートでもロングでも旧
いものは500万円前後からある。G500では走行距離が少なく認定保

証の付いている2003年式以降で800万円前後と、比較的高めの相場となっている。

660万円～ 1100万円

最近でこそやっとメルセデス・ベンツらしくなってきたインテリアだが、以前はもっ
と簡素でシンプルに造られていた。今でもその直線的なデザインに名残を見る。
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W251

発売＿2006.3
「R350 4MATIC」「R500 4MATIC」

仕様変更＿2006.11
前席アクティブヘッドレストを追加

仕様変更＆追加＿2007.10
新世代5.5RV8を搭載するとともに
「R550」にグレード名称を変更
内外装を一部意匠変更

ボディサイズ

全長＿4945mm

全幅＿1920mm

全高＿1660mm

車重＿2220～2310kg

トランク容量＿305～1931R
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7人乗り3列のシートはゆったりとした空間で、全席3点式シー
トベルトや8個のSRSエアバッグが装備されている。2列目は
ベンチシートでバックレストは個 に々可倒式となっている。

多用途クロスオーバーのグランドスポーツ・ツアラー

2001年のデトロイトモーターショーに出展さ

れたコンセプトカー、“Vision GST”を基本とす

るSUV寄りのダイナミックなプレミ

アムMPV。日本のマーケットへはL

（ロング・ホイールベース版）が導入

されていないが、それでも5m近い

ボディに3列／7名分のシートと、そ

のシートアレンジによって生まれる

広大なラゲッジスペースを有する。

日本では4MATIC（フルタイム4輪

駆動）のみの導入となっている。電

子制御のエアサスペンション“AIR

マティック・サスペンション”とセルフレベリン

グの組み合わせで、常に一定の車高を保つ。

R550 4MATIC＿1050万円
V8 DOHC 5461cc 387ps／54.0mkg
10・15モード燃費　6.2km/R

R550 4MATIC
あらゆる用途に使えるモデルで、シートのアレンジによって様々な使い勝手
が考えられる。この大きさがあれば仕事も遊びも自由自在。

サーティファイドカー・インフォメーション
RクラスもまだR550 4MATICは数が少なくほとんど出回っていないが、R500
4MATICとR350 4MATICは比較的多くが市場に出ている。前者は600万円

前後から、R500 4MATICの最終で750万円前後までとなっている。各種パッケージはプラス20万円ほど。

600万円～850万円

R350 4MATIC＿777万円
V6 DOHC 3497cc 272ps／35.7mkg
10・15モード燃費　7.7km/R

個性的なコクピットの中央に位置するマルチファンクションコントローラーに
は、助手席側のミラーに内蔵されたサイドビューカメラの映像が表示される。

クロスカントリービークル、Gクラスの質実剛

健な造りとは違う方向性で、どちらかといえばタ

ーマック、街での使用を主体に開発

されたプレミアムSUVモデルの2世

代目。インテリア、エクステリアとも

にシャープでモダン、現行Sクラス以

降に見られる新世代メルセデス・ベ

ンツのエクステリアデザインがここ

から現れている。ダイレクトセレクト

やプロセーフ、パーキングアシストリ

アビューカメラ、自動開閉テールゲ

ート（一部オプション）など、装備類

は快適性、安全性ともに最新の技術が盛り込

まれた先進のSUV。

C L A S S

W164

発売＿2005.10
「ML350」「ML500」

仕様変更＿2006.10
「PRO-SAFE」を標準装備。グレード名
称変更。

追加＿2007.12
「ML550・4MATIC」

ボディサイズ

全長＿4790mm

全幅＿1910mm

全高＿1815mm

車重＿2120～2210kg

トランク容量＿551～1830R

リアシートをたためばVDA測定法で最大1830リッターのカー
ゴスペースが使い方を選ばない。テールゲートは運転席とキ
ー、テールゲートのスイッチの3つで自動開閉が行なえる。

街をスポーティに駆け抜けるSUV

ML550 4MATIC＿1020万円
V8 DOHC 5461cc 387ps／54.0mkg
10・15モード燃費　6.3km/R

ML550 4MATIC
SUVではあってもエレガントに都市を彷徨したい向きはこちら。ML350 4MATIC
でもラクシュリーパッケージで明るい色であればなかなかにエレガント。

サーティファイドカー・インフォメーション
最新のML550 4MATICはほとんど流通していない状態。ML350 4MATIC
は550万円から700万円程度で出てくるようだ。ラクシュリーパッケージや

スポーツパッケージなどの各種オプションが装着されていると20万円程度の上乗せとなる。

550万円～950万円

ML350 4MATIC＿735万円
V6 DOHC 3497cc 272ps／35.7mkg
10・15モード燃費　7.9km/R

ML550 4MATICのウォールナットウッドのインテリアトリム。レザーシートと
ともにエレガントに仕立てられている。
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メルセデスMPVの2世代目は当初“ビアノ”と

いう名前が付けられていたが、リファインを期に

日本ではまたVクラスという名が復活した。何

よりその大きさ、広い室内と、多彩なアレンジを

可能とするシートが魅力である。2列目のシート

は左右ともに独立型のキャプテンシートで、3列

目ともども着脱式となっており、それを外すと広

大なラゲッジスペースが生まれる。また2列目を

逆向きにセットすれば対座シートとなり、寛げる

リビングルームに変貌する。両サイドのスライデ

ィングドアと2枚のスライディングルーフはいず

れも電動で自動開閉。

V350トレンド＿445万円
V6 DOHC 3497cc 258ps／34.7mkg
10・15モード燃費　7.4km/R

V350アンビエンテ＿599万円
V6 DOHC 3497cc 258ps／34.7mkg
10・15モード燃費　7.4km/R

V350アンビエンテ・ロング＿619万円
V6 DOHC 3497cc 258ps／34.7mkg
10・15モード燃費　7.4km/R

V350 AMBIENTE エンジンは3.5リッターV型6気筒一本のモノラインなので、装備の充実
度からアンビエンテを選びたい。

着座位置が高く開放感に溢れたコクピット。センターコンソ
ールがないことで助手席や後席への移動を容易にしている。

ゆとりと上質のプレミアムMPV

C L A S S

BR639

独特のプロファイルを持つVクラスだが、シャープなラインの
中にもメルセデス・ベンツ・デザインの意匠が見て取れる。

発売＿2003.10
「ビアノ3.2トレンド」
「ビアノ3.2 アビエンテ」
「ビアノ3.2 アビエンテロング」

限定車＿2005.12
「ビアノ3.2リミテッド」
限定250台

一部改良＆追加＿2006.11
名称をVクラスに変更
「V350トレンド」「V350アビエンテ」
「V350アビエンテ・ロング」

一部改良＿2007.11
全車3.5RV6DOHCエンジン搭載

ボディサイズ

全長＿4755～5000mm

全幅＿1910mm

全高＿1900～1930mm

車重＿2130～2190kg

トランク容量＿430～5000R

サーティファイドカー・インフォメーション
「Vクラス」になってからのものはまだ流通が少ない。ビアノ時代のものの方
が流通は多く、価格は2004年式アンビエンテで300万円台の半ばから出

てくる。同年式でもトレンドなら200万円台での出物も。

280万円～520万円
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X164

発売＿2006.10
「GL550・4MATIC」

ボディサイズ

全長＿5100mm

全幅＿1955mm

全高＿1840mm

車重＿2530kg

トランク容量＿300～2300R

エンジンには新世代5.5リッターV型8気筒のみが
設定されている。バリアブルバルブタイミング機構
や吸気側の新機構で燃焼効率を向上させている。

ラクシュリーSUVのファーストクラス

Mクラスより一回り大きな3列シートの7人乗

りフルサイズSUV。近年のスポーツユーティリ

ティビークルは多くが街をイメージ

して造られているが、GLクラスは

その力強いウェッジシェイプのモ

ダンなデザインの中に、オフロー

ドでの本格的な走破性を備える。

センターコンソールのオフロード

スイッチによってABSやASR、

7G-TRONICの設定をオフロード

向けに変えることが可能で、走破

性を高めている。サスペンション

はコイルスプリングとモノダンパ

ー、AIRマティックを採用。たっぷりとしたスト

ロークを確保している。

GL550 4MATIC＿1313万円
V8 DOHC 5461cc 387ps／54.0mkg
10・15モード燃費　5.9km/R

GL550 4MATIC
これしか選択肢がないが、パワーをはじめあらゆる点で満足度は充分以上。
本国と同じようにディーゼルを導入してくれれば最高なのだが。

サーティファイドカー・インフォメーション
日本導入からまだ日が浅く、中古車流通はほんの僅か。導入初期の
もの（2006年登録）でも1000万円を切る例はないに等しい。オプシ

ョンはディストロニックしかないので価格に影響を与えるものはこれのみ。もう少し待つ方が賢明か。

1000万円～1150万円

ライトバーチウッドのトリムによる明るいコックピット。3列目のシートは電動可倒
式で、パノラミックリアガラスルーフから入り込む光で寛げる開放感を演出する。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads true
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


